
坂⼝⾕川⽔災害対策プラン 短期対策ロードマップ
【牧之原市】

機関 担当課 内容 対策量 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

1.1 県管理河川の河道改修 静岡県 島田土木事務所 河川整備計画に基づく河道改修 L=2800m(1.4k～4.2k)

1.2 河道整備・放水路整備・樋門整備 牧之原市 建設部建設課 沢垂川整備・放水路整備・本川合流点に樋門整備
河道整備(L=約550m)
放水路整備(L=230m)
樋門整備：1基

1.3 都市下水路の整備 牧之原市 建設部建設課 雨水ポンプ場の整備(増強) 雨水ポンプ場　増強(N=1箇所)

1.4 水路や道路側溝の浚渫や清掃 牧之原市 建設部建設課 排水路・側溝の清掃の実施 随時

1.5 校庭等貯留施設の整備 牧之原市 教育文化部教育総務課 効果・可能性検討

1.6 農地の保全 牧之原市 産業経済部農林水産課・お茶振興課 優良農地・維持、保全

1.7 水田貯留の可能性検討 牧之原市 産業経済部お茶振興課 県内の取組状況を踏まえ、効果・可能性検討

1.8 ため池貯留の可能性検討 牧之原市 産業経済部お茶振興課 県内の取組状況を踏まえ、効果・可能性検討

1.9 透水・浸透施設の整備 牧之原市 建設部都市住宅課 県内の取組状況を踏まえ、効果・可能性検討

1.10 緊急時のポンプ排水(可搬式ポンプの設置) 牧之原市 建設部建設課 浸水被害時にポンプを設置して強制排水

静岡県 志太榛原農林事務所

牧之原市 産業経済部農林水産課

1.12 新たな流域対策等の検討 静岡県・牧之原市 本協議会構成員 新たな流域対策の掘り起こし

2.1 立地適正化計画の作成 牧之原市 建設部都市住宅課
災害リスクを踏まえた「立地適正化計画の手引き」基づ
く作成

3.1 水災害リスク情報空白域の解消 静岡県 静岡県庁河川企画課 洪水浸水想定区域策定【実施済み】

静岡県 島田土木事務所 作成支援

牧之原市 総務部危機管理課 効果・可能性検討

3.3 宅地建物取引業団体への水災害リスク情報等の説明 静岡県 島田土木事務所

静岡県 島田土木事務所

牧之原市 総務部危機管理課・建設部建設課
サイポスレーダーによる水位確認等の情報収集方法の
市民への周知を実施

随時

3.5 通行規制情報の周知 牧之原市 総務部危機管理課・建設部建設課
市HPや市メール・LINE等により情報発信を行い、周知を
促す

災害時対応

3.6 地域が作成する避難計画の作成支援(緊急避難所の指定等) 牧之原市 総務部危機管理課 要望する自主防災会への支援を実施 随時

3.7 要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と避難の実効性確保 牧之原市 総務部危機管理課 施設管理者への周知及び支援等 48施設

静岡県 島田土木事務所 出前講座、マイ・タイムラインの普及

牧之原市 総務部危機管理課 防災講座等の実施 随時

3.9 土のうステーション整備・運営 牧之原市 建設部建設課 市民の自助、支援として設置する。 行政管理：2基

3.10 水防団の強化(備蓄資材の拡充、水防倉庫の改修・整備) 牧之原市 総務部危機管理課 土のう作成等の訓練実施 随時

1.11 森林整備 森林の整備

2.被害対象を減少させるための対策

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

3.2 雨水出水浸水想定区域図の作成・公表

3.4 水位情報およびカメラ映像の提供
(県：サイポスレーダー)

3.8 ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
(出前講座、マイ・タイムライン、避難訓練)

1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

施策名
実施主体 対策メニュー 実施期間

備考

実施スケジュール 実施

検討・計画スケジュール(継続実施) 継続実施

(中間年次までに新たな流域対策の掘り起こし・検証する)

資料２
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坂⼝⾕川⽔災害対策プラン 短期対策ロードマップ
【吉⽥町】

機関 担当課 内容 対策量 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

1.1 県管理河川の河道改修 静岡県 島田土木事務所 河川整備計画に基づく河道改修 L=2800m(1.4k～4.2k)

1.2 雨水排水施設の整備 吉田町 建設課 雨水ポンプ場の整備(増強・新設) 雨水ポンプ場　増強・新設(N=3箇所)

1.3 水路や道路側溝の浚渫や清掃 吉田町 建設課 排水路・側溝の浚渫や清掃の実施 随時

1.4 校庭・公園等貯留施設の整備 吉田町 学校教育課・建設課 県内の取組状況を踏まえ、効果・可能性検討

1.5 農地の保全 吉田町 産業課 優良農地・維持、保全

1.6 水田貯留の可能性検討 吉田町 産業課・建設課 県内の取組状況を踏まえ、効果・可能性検討

1.7 透水・浸透施設の整備 吉田町 建設課・都市環境課 県内の取組状況を踏まえ、効果・可能性検討

1.8 緊急時のポンプ排水(可搬式ポンプ等の設置) 吉田町 建設課 浸水被害時にポンプを設置して強制排水
可搬式ポンプ場　(N=1箇所)
排水ポンプ車の活用

1.9 森林整備 静岡県 志太榛原農林事務所 森林の整備

1.10 新たな流域対策等の検討 静岡県・吉田町 本協議会構成員 新たな流域対策の掘り起こし

2.1 立地適正化計画の作成 吉田町 都市環境課
災害リスクを踏まえた「立地適正化計画の手引き」基づ
く作成

3.1 水災害リスク情報空白域の解消 静岡県 静岡県庁河川企画課 洪水浸水想定区域策定【実施済み】

静岡県 島田土木事務所 作成支援

吉田町 防災課

3.3 宅地建物取引業団体への水災害リスク情報等の説明 静岡県 島田土木事務所

静岡県 島田土木事務所

吉田町 防災課・建設課
災害時、町ホームページ・町公式ＬＩＮＥ等により、住民
に水位情報を周知

適時

3.5 通行規制情報の周知(吉田町防災マップ) 吉田町 防災課
災害時、町ホームページ・町公式ＬＩＮＥ等により、住民
に規制情報を周知

適時

3.6 地域が作成する避難計画の作成支援(緊急避難所の指定等) 吉田町 防災課 作成希望のある地域への支援 随時

3.7 要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と避難の実効性確保
吉田町 防災課・福祉課 施設管理者への支援 随時

静岡県 島田土木事務所 出前講座、マイ・タイムラインの普及

吉田町 防災課 洪水ハザードマップやマイ・タイムラインを周知 随時

3.9 土のうステーション整備・運営 吉田町 防災課 住民に対し、自助共助対策として設置を啓発
行政管理：１箇所
自主防災会管理：４箇所

3.10 水防団（消防団）の強化(備蓄資材の拡充、水防倉庫の改修・整備) 吉田町 防災課 効果・可能性検討【実施中】
拠点１箇所整備中：大井川河川防災ス
テーション

3.4 水位情報およびカメラ映像の提供
(県：サイポスレーダー)

3.8 ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
(出前講座、マイ・タイムライン、避難訓練)

1.氾濫をできるだけ防ぐための対策

2.被害対象を減少させるための対策

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

3.2 雨水出水浸水想定区域図の作成・公表

備考施策名
実施主体 対策メニュー 実施期間

実施スケジュール 実施

検討・計画スケジュール(継続実施) 継続実施

(中間年次までに新たな流域対策の掘り起こし・検証する)
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